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粗.お わ りに

1.は じ め に

 本 稿 は,今 日(1980年 代 前半)の ミク ロネ シア,ヤ ップ 島 に お け る人 々の 情 報 の 伝

達,コ ミュニ ケ ー シ ョンの様 態 につ い て概 観 す る こ とを 目的 と して い る。

 広 い 意 味 で外 社 会 とい う もの に対 して 独 立 的 で あ った し,今 日で もそ うで あ るヤ ッ

プ 島 で は,近 代 化 の過 程 で,情 報 伝達 の 手段 と して ラ ジオ放 送 に代 表 され る よ うな 間

接 的 で公 開的 な 通 信 で は な く,主 に乗 合バ ス を利 用 し,情 報 の送 り手 本 人 が そ の 受 け

手 へ直 接,口 頭 で 伝 え る,個 人 的 な コ ミュ ニケ ー ゾ ヨンの確 立 を め ざ して い る。 そ し

て,ヤ ップ 島で のバ ス 交通 は,伝 統 的 な伝 達 方 式 の形 態 を踏 ま え な が ら近 代 化 へ 順応

して い く有 効 な伝 達 手 段 とな って い る。

 普 通,社 会 が近 代 化,国 家 化 して い く過 程 で,情 報 の 伝達 や 通信 手段 は個 人 を 単 位

とす るパ ー ソ ナル ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ンか ら集 団 を対 象 にす る マ ス ・コ ミュニ ケ ー シ

ョンへ と転 換 して い く,と 考 え られ て い る。 そ れ は,情 報 の 直 接 的 で相 互 的 な 交 換,

そ して そ の情 報 の 担 い 手 との直 接 的 交 流 の形 態 か ら,情 報 の 間 接 的 で一 方 的 な 交 換,

担 い 手 との間 接 的交 流 へ の変 化 で もあ る。0般 的 に この マ ス ・コ ミ ュニケ ー シ ョンに

は,必 要 悪 視 を含 む マ イ ナ ス ・イ メ ー ジが伴 う。 それ は,情 報 の伝 達 は面 接 関 係 で直

接 行 な うの が最 も よ く,そ れ が コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 理想 的 な あ り方 な の だ,と い う

価 値 意識 が あ る 中で,近 代 化,国 家 化 に伴 っ てマ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ン化 し,も は
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や パ ー ソナル ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 形 態 に は戻 れ な い,と 思 う気 持 ちの ジ レ ンマ か

ら きて い る もの で あ る。

 しか し,近 代 化 とか 国 家 化 とは,情 報 の 伝達 分 野 で み れ ば,そ の まま マ ス ・コ ミュ

ニ ケ ー シ ョ ン化 なの で あ ろ うか。 パ ー ソナ ル ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの方 法 の 採 用,そ

れ へ の 転 換 がで きな いの で あ ろ うか。

 と ころで,ヤ ップ島 は地 球 最後 の国 連 信 託 統 治領 か らの完 全 な独 立 を め ざ して,い

わ ゆ る近 代 化 を進 め,文 字 どお り国家 化 に向 け て現 在,懸 命 な努 力 を は ら って い る地

域 で あ る。 この ヤ ップ 島 の 情 報伝 達 の方 法 が,ど うや ら近 代 化 路 線 を歩 み な が ら も,

そ の ま ま短 絡 的 にマ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョン化 せ ず,従 来 か らの伝 統 的 な 情 報 伝達 方

式 を,い わ ば 上 手 に採 りい れ てパ ーソ ナル ・コ ミュ ニケ ー シ ョ ン化 して い るの で あ る。

こ こで は,例 え ば,ほ ぼ 唯一 の マ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョン用 メ デ ィアで あ る ラ ジオ放

送 は,政 治 キ ャ ンペ ー ンに は使 われ て も個人 に関 わ るプ ライ ベ ー トな ニ ュ ース は少 な

い 。 そ して,こ の 状況 を支 え るの が乗 合 バ ス に代 表 され る,車 に よ る トラ ンス ポ ー テ

ー シ ョ ンの発 達 で あ る
。 ヤ ップ島 で は 近 代 化 の結 果,社 会 体 制 に変 化 が生 じ,ま た従

来 の カ ヌ ー に よ る交通 不便 か ら急 速 に交 通便 利 とな って,人 々 の面 接 関係 が 強 化 さ れ,

しか も島 地 域 全 体 を巻 き込 む,理 想 的 な パ ー ソ ナル ・コ ミュニ ヶ 一 シ ョンが可 能 とな

った よ う にみ られ る。

 本 論 は,近 代 化途 上 にあ る情 報 伝 達 方 法 の変 化 の,あ りきた りな0過 程 を触 れ る に

過 ぎな いの か も しれな い。 しか し,と りあ えず こ こで は,近 代 化,国 家 化 を め ざす な

かで の 情 報伝 達 方 式 は,必 ず しも通信 機 器 を多 用 す るマ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョン化 ば

か りな の で は な い こと,そ の 他 の 手段 を 利 用 しつ つ,伝 統 的 な 方 法 を 近 代 化 に生 か し

て利 用 す る方 式 が あ る こ と を指 摘 し,若 キ の考 察 を加 え て み た い 。

聾.ヤ ッ プ 島 概 要

 ヤ ップ島(ワ ァア ブ島)は ミク ロネ シア,カ ロ リン諸 島 西 部 の,北 緯9度30分,東

経138度5分,グ ア ム島 の南 西750kmほ どに位 置 す る。 変 質 結 晶 片岩 を 中 心 とす る

陸 地面 積100平 方kmの 陸 島 で,大 き く4つ の 島 か らな り,周 囲 には珊 瑚 礁 が発 達 し

て い る。気 候 は海 洋 性 北 モ ンス ー ン帯 に属 し,12月 か ら4月 ま で は 比較 的雨 が少 な く,

7肋 ら10月 まで は降 雨 が 多 い 。 年平 均 師 量 は3075㎜,多 雨 月 は350mm,少 雨

月 は250mmほ ど で あ る。 年 間 を通 しての 気 温,湿 度 の 変 化 は ほ とん ど無 く,年 平 均

気 温 は27.2度C,年 平 均 湿 度 は83 %で あ る。 しか し12月 以 降 は 本 当 は 低温 度期 で あ る
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に もか か わ らず,降 雨 が少 な い だ け体 感 温度 は暑 く感 じ られ て い る(図1参 照)。

 1526年,ポ ル トガ ル 人,デ ィエ ゴ ・ダ ・ロ ッ シ ャが,恐 ら く西 洋 人 と して 初 め て ヤ

ップ島 を発 見 す る。 以 後,ナ マ コや コブ ラな ど を 求 めて,貿 易 商 が 時折 出入 りす るよ

うにな る。 島本 来 の 呼 称 ワ ァァ ブが,も と も とは擢 を 意 味す る ヤ ップ とい う名前 に変

わ った の は この頃 だ ろ う。1886年 の ス ペ イ ン領 有 よ り ドイ ツ・J日本 統 治 を経 て,1945

年 よ りア メ リカ合 衆 国 によ る国連 信 託 統 治領 とな り,今 日 に至 る。 独 立 を め ざ して お

り,こ の過 程 で ヤ ップ 島 は現 在,行 政 的 に は 自 治政 府 で あ る ミク ロネ シア連 邦 ヤ ップ

州 に属 し,そ の 首 島 で あ る。

 ヤ ップ島 の 人 口は ご く少 な く,1980年 当時 で5227人 で あ.り,世 帯数 は1069,一 世 帯

あ た り4.9人,ほ ぼ5人 で あ る。 住 民 の910/oは ヤ ップ 島人 で,ほ ぼ単 一 民族 社 会 で あ

る。1979年 時 の州 単位 で み た就 業 人 口 は1809人,州 人 口9020人 の200/oに あた り,就 業

図 ・1 ヤ ッ プ 島 概 念 図
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者は各世帯に1人 の割合となる。就業者の71%が 政府関係の公務員である。

 外部からみるヤップ島社会の素直な第一印象は,ア メ リカ合衆国主導による施政が

40年以上に及ぶにもかかわらず,驚 くほどかた くななまでに伝統的生活習慣を保持し

ていることである。外見からだけでもミクロネシア地域のなかで,あ る特異な文化基

盤を形成 していることが感 じられる。

 ヤップ島の伝統的社会は複合的である。以下ではその伝統的な様相を見ることにす

る。ヤップ島は社会統合の面から屋敷,村,地 区,島 全体とに大別できる。

 タビナウとよぶ屋敷は夫方居住婚規定に基づ く父系的な拡大家族からなる。ヤップ

全体を通 して見られる年長制に基づいて,屋 敷の長は最年長の男,通 常は父がなる。

このタビナウには家の石積みの基壇,ダ イフがあり,タ ビナウはこのダイフに冠され

た名前でよばれ,屋 敷の長がこのダイフ上に住む。ダイフには祖先霊が宿るほか,村

をこえて島全体にも及ぶ特定の位階,職 能,特 権,義 務が付随 していて,こ れを相続

し,0定 の年齢に達 した者がこれらの諸権利を保有,行 使する。ダイフは同時に,田

畑から山林,漁 場までのあらゆる生活資源を提供する土地を付属 している。土地は道

から海岸線にいたるまで私有化されている。タビナウは経済的には自立した単位であ

り,そ の個々は,体 系化されたヤップ島社会の枠組のなかで特定の職能を分担してい

る,と いう意味で厳格に組織された政治単位ともなっている。

 村,ビ ナウは複数の屋敷からなる2～4つ の区から構成される。各区の最上位の屋

敷の家長が区長となり,村 の最上位の屋敷の家長が村長となる。村には最終決定を下

す長老,村 内外を指導す る村長,村 長達の指示を実行する責任者の,3者 を代表に,

議員,漁 携の指導者,呪 術師,使 者などの固有の職能がある。これらは特定の屋敷地,

ダィフに付随する職能で,そ のダイフの継承者によって執行 される。村は共同施設 と

して会議所,男 子小屋,舞 踏場,月 小屋などをもつ。屋敷があらゆる生活資源を保有

することに応 じて,各 村は散在 し,自 給自足的生活体制を築いている。村の集落部は

主に海岸部に展開する。近隣…との交通は小道 もたどるが,遠 方や主要な交通路は海で,

かつてはカヌーがその中心的な交通手段であった。今 日では,い くつかの広い道路が

通 じ,自 動車の交通を助けている。

 各村は8種 類,6段 階の位階の,い ずれかに格付けされる。そして全村は,12の 小

地区が3つ の大地区にまとめられている,網,ヌ グと称される地理的な位置関係に従

った連合に属する。村の位階はこの地区内の序列となる。地区を統括するのがブルチ

sと ウルンと称される2種 類の,第1位 の格をもつ村である。同時に各村は,地 理的

位置関係 とは別の,ヤ ップ島全体を通 して2分 される連盟,バ ーンにそれぞれ帰属す
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る。連 盟 の分 布 は巧 妙 で,同 じ連 盟 に属 す る村 は地 理 的 に連続 して いな い。 連 盟 同士

で 結束 す るの で,常 に近 隣…と は緊 張,競 合 関係 に あ る。第1位 の2種 類,第2位 に も

あ る2種 類 の 位 階 は,そ れぞ れ これ ら2つ の バ ー ンに対 応 す る もの で あ る。 ヌ グ とバ

ー ンを全 島的 に統括 す るの が
,ヤ ップ島 最 高 位 の ダ イ フを もつ3村 で,島 の 長 老 と呼

ば れ,こ の下 に ブル チ ェ と ウル ンが いて,ち ょ うど村 の三極 構 造 と一 致 す る政 治 構 造

を もつ 。

 ヌ グ とバ ー ン とい う組 織 に組 み込 ま れ る結 果,各 村 は相 互 に,ま た 常 にあ る種 の緊

張関 係 にあ り,そ の意 味 で 非 交 流 的 で あ り,閉 鎖 的 で あ る。 こ う した 地 位 を 変 え る た

め の争 いは 多 くあ った。 か つ て各 村 の位 階,連 合 の 組 み合 わせ な どは か な り流動 的で

あ った 。 しか し,こ の 枠 組 全 体 の あ り方 は変 わ る こ とが な く,社 会 改 革 よ り も,「 出

る杭 を叩 く」 形 で 均 衡 を 保 って きた。 かつ て は傑 出 した偉 人 は,そ の 月並 み でな い と

い う理 由 か らだ けで 敵 視 され,戦 争 と い う形 を通 して暗 殺 され た。 この考 え方 は今 日

にま で そ の影 響 を及 ぼ し続 け て い る。 ヤ ップ 島社 会 は,そ の 高 度 に 組織 化 さ れた 社 会

・政 治構 造 を保 つ た め
,政 治 の三 極 構 造 を効 果 的 に運 用 して 均衡 を 維 持 して い る ので

あ る。 結 果 と して,各 屋 敷,村 は各 自の 職 能 だ け を果 たす こ と によ って複 合 的社 会 の

な か で整 然 と自律 して い る。 こ こに見 られ るの は,制 約 付 きの独 立性 と自 己完 結 性,

外 世 界 に敢 え て向 か わ な い とい う意 味 で の保 守 性,閉 鎖 性 で あ ろ う。

 大 人 数 に よ って 支 え られ る ヤ ップ島 の社 会 ・政 治体 系 で あ る が,か つ て5万 人 ほ ど

い た とも され る人 口は今 日,極 端 に減少 して い る。 現 在,人 が住 む 村 は107村 ほ どで

あ るか ら,平 均1村 あ た り49人,10世 帯 ほ どで維 持 され て い る こ と にな る。 そ の 結 果,

ダ イ フ が少 数 の 者 に集 中 し,一 人 で 複数 の職 能 を兼 任 して い る場 合 が多 く,ヤ ップ 島

社 会 に と って 適 正 な 状 態 か らは大 き くか け 離 れ て い る のが 実 状 で あ る。

 と ころで,こ う した屋 敷,村 な どで の 情報 の伝 達 は,そ の厳 格 な政 治制 度 に呼 応 し

て形 式 的 とな る。 命 令,権 威 あ る要請,伝 達 は伝 統 的 に築 か れ た一 定 の道 筋 を通 して

実 行 され る。 この 伝 達方 法 は イ モ蔓 式 に一 方 的で,情 報 の送 り手 と受 け手 の 関係 が 固

定 的で あ り,情 報 の信 頼 性 は きわ めて高 い が,そ れ だ けに機 密 性 が強 く}閉 鎖 的 に伝

達 さ れ る[LassY l976;LINGENF肌TER l975;MULLER l917;OFFICE oF

PLANNING AND STATIsTIcs, OFFIcE oF THE HIGH COMMISSIONER l979 ,1980;

YAP INsTITuTE oF NATURAL SGIENcE I981,1983;YAP STATE GOVERNMENT

1981;小 林 1978;牛 島 1987;矢 内原 1935]。

 ヤ ップ 島 で の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの あ り方 を め ぐ って は,こ の伝 統 的 な情 報 伝 達 の

方 式 か らみて ゆ くこ とが効 果 的 で あ ろ う。
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皿.伝 統的な情報伝達方式

1.情 報,コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 定 義

 本 稿 で は,情 報 を知 識,意 見,感 情 な どを 意 味 す る も の と し,コ ミュニ ケ ー シ ョ ン

とは,こ の 情 報 が伝 わ り,情 報 の送 り手 と受 け 手 とが情 報 の 内容 を認 知 し共 有 す る こ

と,と す る 。 ま た情 報 伝達 とは,情 報 の 伝 え る部 分 を論 じて い る以 外 は,す べ て コ ミ

ュニ ケ ー シ ョン と同義 で あ る。

 パ ー ソナ ル ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ンは,会 話 に代 表 され る個 人 的 で直 接 的,そ して相

互 的 な 状 況 で の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを さす。 マ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ンは,0般 的 に

は 新 聞 や ラ ジオな どの機 械 的 な媒 体 を用 い て 多 人数 の人 に伝 え る,間 接 的で 一 方 的な

コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを さす。 コ ミsニ ケ ー シ ョン ・ネ ッ トワ ー ク とは筆 者 の造語 で あ

るが,こ こで は,ヤ ップ 島で の,特 に今 日の コ ミュニケ ー シ ョ ンが行 な わ れ る関係 全

体 を 表 現 す る 。パ ー ソナ ル ・コ ミュ ニケ ー シ ョンを軸 と し,個 別 的 なつ な が りを網 の

よ う に連 結 し集合 させ る この方 式 に は,ネ ッ トワ ーク と い う表 現 が適 当 だ と思 わ れ る。

2.ヤ ップ島での言葉 の重要性 と伝達方式について

 ヤ ップ 島 で は も とも と,情 報 や そ の 伝達 媒 介 と して 「口か ら発 す る声=1α 刎 を 最

も信 頼 す る 。声,言 葉 は,ヤ ップ島 人 に と って の主 体 で あ る土 地 か らの意 志 を 表現 す

る もの で あ る。 上 位 の職 能 に付 く人 を ピル ン(pilung)と 呼ぶ が,こ れ は μ=多 くの,

lam=声 か ら きて い る とさ れ る。 つ ま り ピル ンは,土 地 の 意志 の発 言 者 で あ る こ とで

言 葉 に権 威 が付 き,人 は そ れ を聞 き,従 うの で あ る。 言 葉 の もつ重 要 さ は相 続 時 に も

表 わ れ る。 牛 島 に よれ ば,自 分 の 持 って い る ダ ィ フ,土 地 ・財 産,関 係 者 等 々 に関 す

る知 識 は,一 種 の財 産 と考 え られ て お り,年 長者 の独 占す る もの とされ て い る。男 は

死 ぬ前 に,後 継 者 に これ らを 口伝 す る。 父 が死 ぬ前 に,息 子達 に土 地 の分 与 に関 して

話 を して,長 男 に位 階 ・職 能 の 中心 とな るダ イ フが与 え られ,彼 の 父 が使 用 して い た

土地 の大 部 分 を相 続 す る[牛 島 1987:132-133]。

 声,言 葉 が発 せ られ て話(thin)と な る。 ヤ ップ社 会 に と って 最 も大切 な情 報 で あ る

話 は,そ の 内 容 に よ っ て冗 談 話(thin ni gasugosu),嘘 話(thin niη α塑殉,真 実 の話

(thin ni riyul)と 区分 さ れ る。 も ちろん,真 実 の 話 が今 後 の 話 題 とな る。 真 実 の 話,

自分達 で責 任 を も って 決 め た話,約 束 を 祝π伽oJと い い,こ れ は ま た伝 達 す る,合 意

す るな どの 意 味で もあ る[JENSEN l977:133]。
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 話 は本 人 が 直 接,口 頭 で 相 手 に伝 え る のが一 番 で あ る。face to face関 係 は大 切 に

さ れ る。 そ れ が不 可 能な 場 合 には,信 用(ρogση)が あ る者 が使 者(malog)に たつ 。 使

者 は送 り手 の分 身 で あ る。 近 隣 へ の用 事 をgulugnem,遠 方 へ の使 い をmalogと 呼 ぶ 。

使 者 は情 報 の送 り手 が信 用 した者 な ら ば,老 若 男女 を 問 わ な い と い う。 ヤ ップ 島北 部

の あ る ピル ンに よ れ ば,ヤ ップ人= gidi nu r�'α6は 全 く未 知 の人= dali nen namanang,

住 いや顔 は知 って い る が話 しや相 談 を した こ とは な い 人 一4読 尻og伽0π,話 相 手= fole

砺 π」微oω(2人 で よ く しゃべ るの 意),友 達,親 友= tafafil,親 戚 一tabinau, genongに

区 分 で き,話 相 手 以 上 の 親 しい人 な ら使 者 と して信 用す る とい う。

 つ ま り,ヤ ップ島 で の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの あ り方 は,パ ー ソナ ル ・コ ミュニ ケ ー

シ ョ ンの原 則 そ の もの とい え る。

3.伝 統的な情報伝達方式

 (1)村 落間の公式伝達網 サ ァ,tha'

 ヤップ島の村落間における村同士,屋 敷同士の公式の情報は,送 り手と受け手とが

固定的な間柄で伝えられる。高位のピルン達は,関 係する下位のいくつもの村をつな

ぐ連絡網を張り巡らしている。それは正に一連の伝達回路で,サ ァ(糸 や繊維,つ な

がりや関係を意味する)と かカナヲ,kanazvo'(道 とか方法)と よばれる。 また第1

位に属する村からの,最 も強力な,依 頼であれば決して断われない公式の伝達網を ト

ガフ,togaf(物 を吊る丈夫な紐の意)と よぶ。 トガフは命令回線である。

 サァには戦争などに関係する命令伝達と,ピ ルンの就任や葬儀,追 善,集 会所の落

成などに催される儀礼祭宴などの行事についての連絡,調 整用とがある。「村のピル

ン層の各屋敷は,そ れぞれ独自のサァ(回 路)を 他の村の屋敷との間に保持 しており,

儀礼に際しての貴重品の調達,労 働奉仕の要請,賠 償の支払い,援 軍の依頼,催 しへ

の招待,さ らには殺人の依頼などに使われる。今 日では選挙に際 しての票の取 りまと

めにも利用されている」[牛島 1987:246-247]。

 サァは村長の屋敷を結ぶのが最も強力であるが,全 てのサァが村長に委ね られてい

るのではなく,他 の屋敷はまた別なサァを持ち,こ こでも一定の均衡を保つ抑制が機

能している。

 サァは情報伝達の特殊な形態ではなく,対 外的な関係一般を指す仕組みである。し

か し,ヤ ップ島のこの方法は,誰 が誰に,何 を伝え,相 談するのかが,き わめてはっ

きりしている点で特徴的といえる。網 という表現も個々の関係の集合 という意味から

きている。そして使者をたてるにせよ,情 報は口頭で直接,相 手に伝えねばならない。
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 (2)村 落内の公式伝達網

 村落内の公式な情報 もサァ同様,送 り手と受け手とが固定的な間柄で伝えられ,そ

の関係は網状である。基本的には村長から区長,そ して村の住民へと位階の順に伝達

される。村は長老,村 長,実 行責任者の3者 が代表とされるが,例 えば,マ ープ島ベ

チエル村では,村 長の下に若者頭,娘 頭,そ して4人 の区長と続き,公 式の情報はこ

の順で伝えられる。 しか し,内 容が男性に限る場合は,村 の女性全員を総括する娘頭

には伝えないという。

 伝達は直接の対話 となる。話題によっては人 目を避けて話されるし,村 中への相談

やら伝達には会議所が使われる。話題によっては会議所に女性も集い,積 極的に発言

もする。区内だけの相談や,壮 年,若 者の話 し合いなどは,お もに区単位にある男子

集会所でなされる。女性だけの集まりには,か つては月小屋,産 所が用いられたが,

女性だけの集会場を持つこともある。相談がされるとはいえ年長制に基づき,多 くは

年長者が話をリー ドし,若 者はそれに従 う。

 村落間であれ村落内であれ,上 位の者や年長者は判断が正しく,ま た下の者のこと

を十分考えているとされている(普 通,父 親と息子の関係に例えられる)の で,こ の

上意下達式が一般的な コミュニケーションの方法であったし,今 日でも,こ うした傾

向は強い。

 (3)親 族間の私的連絡網

 伝統的生活での個人的,私 的情報の伝達については,あ まりはっきりしていない。

ただ,私 的連絡の単位は今日でも親族集団をその核としているので,か つてはさらに

その傾向が強かったに違いない。またその地理的範囲は狭く,父 方母方共,隣 かある

いはせいぜい島を12に別けた小地区内で収ま っていたという。伝達の方法 も今 日の事

情からみて,本 家から分家へ,影 響力の強い親族筋からそうでない者へというように,

情報を伝える間柄がはっきりしていたことだろう。

 情報の内容は,こ まごました日常の問題から結婚や披露,そ して親族で一番の関心

事 となる葬儀 追善供養に及ぶ。上位のピル ンが催す儀礼では,石 貨や貝貨などの貴

重品や食物が交換,分 配され,舞i踊 も演 じられる。他村のピル ン達も正式参加すると

あって準備は大変である。大きなものとなると2年 ほども準備にかかり,親 族を広範

に巻き込む。もちろん,こ れらの相談,打 ち合わせ,伝 達は送り手の口頭による。

4.ま と め

ヤップ島では伝統的に村落間,村 落内に公式,私 的な情報伝達のつながり,網 があ
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り,あ ら ゆ る情 報 が この 網 を通 して や り と りさ れ て い る。 この コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの

網 は,分 身 と して の使 者 を た て る こ とは あ れ,基 本 的 に は送 り手 が情 報 を 口頭 で 直 接,

受 け 手 に伝 え る,と い うパ ー ソ ナル ・コ ミュニ ケ ー シ ョンの 方法 を堅 持 して いる 。 情

報伝 達 先 が多 くな って も,イ モ 蔓式 で は あ れ,そ の個 々 と個別 に,固 定 的 につ な が り,

そ れ が結 果 と して連 続 して い る とい う形 の 関係 を築 いて い る。

 ヤ ップ社 会 は,常 に内 外 に対 して緊 張 関係 に あ り,そ こか ら保 守 的,閉 鎖 的性 格 を

に じませ て い る。 一 方,パ ー ソナ ル ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョン も個 人 的 で 直 接 的 で あ る だ

け に,情 報 の 信頼 性 は高 まる が,他 に対 して は閉 鎖 的,秘 密 的 とな る。 この 両者 は結

合 しやす い。 ヤ ップ島 で は そ の複 合 的で 階 層 的 な 社 会 構造 に合 致 した コ ミュニケ ー シ

ョ ンの方 式 と して,パ ー ソナ ル ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの方 式 を援 用 した とい え る か も

しれ な い 。

IV.近 代化,国 家化 に伴 う変化

1.近 代化,国 家 化 の意 味

 もともと近代化とか国家化という語の含む意味は,さ ほど厳密ではない。 したがっ

てここで も,近 代化とは,ご く一般的に伝統的社会から近代社会への移行に伴う諸変

化とする。ヤップ島における近代化の具体的な現象は,ヤ ップ島独自の民俗文化から,

ドイツ,日 本,ア メリカ合衆国などの影響による,西 欧近代文化への変化にみること

ができる。

 国家化とは,国 家をごく一般的に国民,領 土,統 治組織を基本的条件としてそなえ,

その統治組織が国の内外の他の干渉を許 さない状態にあるものとしてとらえ,そ うし

た国家に向けての移行過程とする。今日のヤ ップ島における国家化の具体的な現象は,

ヤップ島独自の政治組織から,主 にアメ リカ合衆国などの影響による近代的立憲民主

主義国家への変化にみることができる。

 ここでいう近代化,国 家化が,伝 統的文化や政治組織の全面否定から,理 想的文化,

政治組織への完全移行を意味するものではないのは,勿 論のことである。

2.ヤ ップ島における近代化,国 家化に伴 う変化概要

(1)価 値 観 の 変 化

 ヤ ップ島 の 近 代 化,国 家 化 の 歩 み は1886年 の ス ペ イ ン領 有 に始 ま る。 これ は1899年

に終 り,以 後,1914年 まで ドイ ツ領 とな る。1914年 か ら1945年 まで 日本 領 とな り,以
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後,ア メ リカ合衆国の施政下におかれる国連信託統治領となり,今 日に至っている。

 この間,ス ペイン時代にはキリス ト教が導入され,ド イッ時代には戦争禁止による

平和化が進み,位 階が固定された。また近代経済概念が根づきはじめた。日本時代は

軍国主義に基づ く植民地行政が実施されたとはいえ,文 明開化の時代といえるかもし

れない。公学校による義務教育が実施され,日 本文化と国家像が導入されて,近 代化

への歩みを始めた。1945年 以後は階級社会制度が廃止された,民 主化,自 由化の時代

であり,個 人としての自覚を持ちだ した時代である。

 伝統的社会からみると,こ こには大きく戦争状態から平和へ,外 世界の自覚,階 級

社会から平等社会へ,集 団体制から個人主義的体制へ,宗 教や価値観を含めて伝統的

慣習の拘束からの自由などの変化をあげることができる。 しかし,当 然ながら変化の

様態は多様で,戦 争のように完全 に無 くなったものから,い まだに伝統的な慣習や体

制が強い影響力を及ぼ しているものもある。また,よ いものが失われたことも多い。

宗教観念をはじめとする伝統的観念,伝 統的行動基準,倫 理などにそれらは目立つ。

 なお,個 別的で重要な変化は以下である。

 (2)政 治組織の変化

 位階に基づ く封建的政治組織から立憲民主主義議会制政治組織へ変化 した。1979年

にはミクロネシア連邦を結成 し,民 選によるヤップ州知事が誕生 した。ヤップ唯一の

町コロニアは州都となった。そして現在は自治政府を発足させており,国 家 としての

独立に向けて努力中である。ヤップ史上,初 めて島全体を単独の組織が統括する事態

となった。

 しか し,そ の統制力は弱く,軍 事力はいうに及ばず警察力ですら,そ の効力は州都

コロニアの域を出ない有様である。そしてピルン評議会が上院に設けられているよう

に,伝 統的政治組織は今だ強い影響力を及ぼしている。

 (3)社 会の変化

 戦争が無 くなり,島 は完全な平和状態となった。また階級社会から民主主義社会へ

変化 して,各 個人,屋 敷,村 は緊張感,閉 鎖性,保 守性から解放された。人はそれま

での特定の政治組織の0員 であった公的な状態から,少 なくとも親族を核 とす る個人

的,私 的な状態に変わった。

 その結果からか,80年 代初頭頃から若者の暴走的行動,犯 罪が激増し,家 庭,村 落,

国家における無力を計らずも露呈 した。 しかし,青 少年のこうした暴走 に対 してピル

ン達が伝統的な処罰の方法を復活させ,そ れが効を奏して84年頃から島が再び静けさ

を取 り戻すに及んで,が つての堅固な倫理,社 会意識が再認識されているかのようで
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ある。また集会所など公共施設が作られなくな り,そ の結果,島 中の関心を集める落

成式など,大 規模の儀礼祭宴の機会が減少 し,伝 統的催 し事がなくなってきた。 しか

し,こ の点についても80年代にはいって様子が少 し変りだ してきている。伝統文化見

直 しの気運が一部に生 じたようで,男 子小屋や集会所が修復されたり,大 規模な儀礼

が催されるようにもなった。70年代では見 ることもできなかったカヌーが最近,再 び

話題になりだ してもいる。

 (4)く らしの変化

 人の往来が自由になって,親 族や友人が島中に分散するようになった。島から出て

外国に住む人も多 くなった。物品から情報にいたるまで,そ の入手先は地球的規模 に

ふ くらんだ。行政,厚 生,情 報入手,物 晶購入の適地として,州 都 コロニァの重要性

が高まった。そして人々はこれらの用事でコロニアに出る機会が増 した。生活圏が拡

大 し,島 民は皆同じだという国民意識が生 じてきている。

 しかし一方,コ ロニァなどで全 く氏素姓も分からぬ男女が知り合い,い ざ結婚とい

う段で,か つての位階がはっきりし,親 親戚が大騒ぎを始める,と いうような混乱

も生じている。

 (5)交 通 の変 化

 近 隣 の 陸地 で は徒 歩,他 は カヌ ーに依 って いた もの が,オ ー トバ イ,船 外 機 付 き ボ

ー ト
,そ して 自動 車 へ と交 通 手段 が変 化 した。 この結 果,行 動 圏 が拡 大 し,行 動 の 密

度 が高 ま った。82～83年 頃 か らの 自動 車 の 急激 な導 入 と,コ ロニ ァ で の犯 罪 が急 増 し

た こ とな どか ら,コ ロ ニ ア の勤 労 者 は それ まで の下 宿 を 引 き払 い,村 の 自宅,つ ま り

両 親 の 家 に戻 って,そ こか ら通 勤 す る よ う にな った 。 そ の た め週 末 や5時 以 降 の州 都

コロニ アは,人 影 一 つ 見 え な いほ どにな って い る。

 以 上 の 変 化 が ヤ ップ島 社 会 で 最近 まで に生 じた主 な も ので あ るが,こ れ らの 多 くは

正 に近 代 化,国 家 化 の 過 程 で 生 じる典 型 的 な事 柄 と重 な り合 う もの で あ ろ う。

 (6)マ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョンの登 場

 近 代 化,国 家 化 へ の 変 化 に伴 って,コ ミュニ ケ ー シ ョンの あ り方,情 報 の 伝達 方 式

も,当 然 な が ら影 響 を 受 け ざ るを えな か った 。近 代 化 の 通 信 にお け る旗 手 と して ラ ジ

オ放 送 が 導 入 され た の は1965年 で あ った。 ラ ジオ放 送 局 は現 在,州 政 府 の運 営 の 下 に

あ り、 州 の施 政 方 針 に基 づ いて 放送 が行 な わ れ て い る。

 1979年 の テ ス ト放 送 に続 いて,翌 年1月 か らは テ レ ビ放 送 が開 始 され,1983年 には

隔 週 刊 の英 語 の 政 府 広 報 新 聞 も発 行 され始 め た。
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V.コ ミュ ニ ケ ー シ ョン ・ネ ッ トワ ー クの 役 割

 ヤ ップ 島社 会 の近 年 の変 化 に即 して,情 報伝 達 の あ り方 に もマ ス ・コ ミュニ ケ ー シ

ョンの方 式 が加 わ り,従 来 の伝 統 的方 法 が今 日的 に変 化 す るな ど多 様 化 して きて い る。

こ こで は,こ う した 様 子 を さ らに詳 し くみ て ゆ きた い。

1.マ ス ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 役 割

 (1) ラジ オ放 送

 近 代 化,国 家 化 の な かで,コ ミュニ ケ ー シ ョンの分 野 で は そ のマ ス 化 が促 され るの

は 自明 と され て い る。 実 際,ヤ ップ 島で は1965年 に ラ ジオ放 送 が開始 され て以 後,唯

一 のマ ス ・コ ミ ュニ ケ ー シ ョンの媒 体 と して
,住 民 の ラジ オ熱 は 目を み は る ほ どで あ

った 。70年 初 頭 です ら ラジ オを持 つ ことが 一種 の ス テ イ タ ス ・シ ンボル で あ った 。 大

人 た ちが バ ス ケ ッ トの 中 に小 型携 帯 ラジオ を 入 れ て持 ち歩 き,寄 る と触 る と ラ ジオ に

聞 き酔 い しれ て い た。 明 らか に ラ ジオ放 送 は,近 代 化 にむ けて の頼 も しい情 報 伝 達 メ

デ ィァ と見 られた 。 とこ ろ が最近,そ の 様 子 が変 わ って きた ので あ る。

 ラ ジオ放 送 は,一 般 に無 線技 術 を応 用 して,同 時 に広 く公 衆 に報道,教 養,音 楽,

演 芸,ス ポ ーッ な ど の番 組 を放 送 す る もの とさ れ て い る。 藤 竹 は,〈 ニ ュ ース と音

楽 〉は ラ ジオ放 送 に お け る古典 的パ タ ー ンで あ る と とも に,ま た今 日に お いて も この

二 つ の 種 目が,ラ ジオ放 送 の主 流 を 占 めて いる,と す る[藤 竹 1976:280]。

 しか し,こ れ は ヤ ップ島 の ケ ース には,形 態 に お いて は似 て い るが 内容 的 には 必 ず

しも合致 しな い。 石 森 に よれ ば,当 初 は音 楽番 組 が 中心 で あ り,そ の ほ か に ア メ リカ

高 等 弁務 官政 庁(信 託 統 治 行政 の本 部)か らお く られ て くる通 達事 項 がニ ュ ース と し

て 放送 さ れ た[石 森 1984:28]。 そ して こ う した 「上 意下 達 」式 の放 送 か ら,連 邦 結

成 後 は州 政府 の運 営 に よ って,音 楽 番 組 が8割 近 くを しめて い るが,た とえ ば憲 法 制

定 や 将来 の政 治 的 地 位 の 問 題 な どの,国 家 形成 に と もな う重 要 な 問題 な どを 扱 う 「政

治 的 キ ャ ンペ ー ン」 を 目的 と した放 送 に重 点 が お きか え られつ つ あ る[石 森 1984:

28]。

 1983年 の時 点 で は,放 送 は通 常,朝 の6時 か ら開始 され 夜 の12時 頃 に 終 了 す る が,

ヤ ップWSZA放 送 局 の 正 式番 組表 に よれ ば,こ の 間,音 楽 以 外 の時 間 は3時 間 に す

ぎな い。 しか も実 際 は これ は守 られ ず,音 楽 が続 く。 そ の 内 容 は大 部 分 が ロ ックな ど

ア メ リカの騒 が しい音 楽 ば か りで,ヤ ップ な どの 民 族 音 楽 は ご く0部 に過 ぎ な い。 一

方,音 楽 以外 の部 分 は,45分 間,連 絡 の時 間 があ り,あ とはVOAの 英語 版世 界 二s
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一ス と
,わ ず か な ヤ ップ語 翻 訳 を 流す に過 ぎな い。 連絡 の 時間 は英 語,ヤ ップ語,ウ

リシー語 の3か 国語 な ので,実 質 時 間 はわ ずか で あ る。 しか も こ う した報 道 部 分 の う

ち,ヤ ップで は個 人 にまつ わ るニ ュー スが 欠 落 して い るの が大 きな 特 徴 とな って い る。

放 送 局 で す ら時 期 を は っ き り把 ん で い な い ので あ るが,お そ ら く連 邦 成 立後,そ れ ま

で は放 送 して い た個 人 に関 す る誕生 とか,結 婚,死 亡 の よ うな プ ライ ベ ー トな ニ ュ ー

ス を,ま た最 近 で は強盗,暴 行,殺 人 な ど とい った犯 罪 関 係 の ニ ュ ース さ え も,報 道

に対 して不 満 を もつ 人 が 出 は じめた た め,放 送 しな くな った 。 残 るの は石 森 の指 摘 す

る近代 的行 政 に関 す る 「政 治 的 キ ャ ンペ ー ン」 や,行 政 サ ー ビス の通 知 しか な い こ と

にな る。

 (2)そ の他

 ラ ジオ 放送 の 他,1980年 か らは テ レビ放 送 が始 ま った。 おそ ら く現 在 で は テ レ ビ受

像 機 の 数 は 伸 び て い るだ ろ うが,83年 時 で は450台 に過 ぎな か った。 内容 は ア メ リカ

の娯 楽,ス ポ ーッ番 組 が 中心 で,午 後2時 半 か ら10時 半 まで で あ る。 週2回,自 作 番

組 を 放 送 して い るが,官 営 放送 な ので ラ ジオ 放送 と同様,州 政 府 の 政 治 的 キ ャ ンペ ー

ンの 一 翼 を 担 って い る と いえ よ う[石 森 1984:30]。

 1983年 か ら発 行 され始 めた新 聞 も,行 政 の 広 報紙 で あ る。 隔週 刊 の この新 聞 は コ ロ

ニ ア のス ーパ ーな ど,人 通 りの多 い と ころ に置 かれ,無 料 で配 布 され て い る。 しか し,

部数 に制 限 が あ る うえ 英字 紙 な の で,む しろ若 者 向 き メデ ィア で,社 会 の リーダ ー達

に まで は届 き に くい。

 以 上,ヤ ップ島 に最近 導 入 され た マ ス ・コ ミュ ニケ ー シ ョンを と りあ げ た が,ヤ ッ

プ 島 で は ラジ オ放 送 が マ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 中心 を 占め る メ デ ィアで あ る こ と,

そ の 内容 は 多分 に娯 楽 性 と行政 にか か わ る面 が 強 い ことが は っ き り した。 こ う したマ

ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョンの伝 え る内 容 は住 民 の 日常 生 活 と無 縁 とは い え な い が,し か

し,ご くふ だ ん の生 活 に緊急 に必 要 と い う もの で はな い だ ろ う。

2.ラ ジ オ 離 れ

 そ して 最近(80年 代 前 半),多 くの 大 人 た ちが,明 らか に う るさ い だ け の ア メ リカ

音 楽 とあ ま り分 か らな い英 語 で の世 界 ニ ュ ース,自 分 の 日 常 生 活 には 縁 の 無 い話 ば

か りに飽 きて か,ラ ジオ放 送 に耳 を傾 けな くな った。 若 者 は と いえ ば,も っ と直 接

的 に音 楽 の世 界 に浸 れ る カ セ ッ トテ ー プ ・レ コーダ ーへ と移 行 し,ラ ジオ な どま る

で 聞 いて いな い。1980年 当 時で65 %の 世 帯 が ラジ オを 所 有 して い る が[YAP STATE

GOVERNMENT l981:74],こ の数 は恐 ら く増加 して いな いで あ ろ う 。 ほん の10年 前
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の,あ の いわ ば ラ ジオ に しが みつ いて い た頃 とは,ま るで 様 子 が違 うの で あ る。

 こ の現 象 は 同 じ ミク ロ ネ シア地 域 内 の,例 え ばパ ラ オ島,ト ラ ッ ク島 や ポ ナペ 島な

ど と も違 う。 これ らの地 域 で は,多 くの家 で マ ス ・メデ ィァ か らの情 報 が,一 日中,

ボ リュ ームー 杯 で 流 され て い る。

 この 最近 の ラジ オ離 れ は,私 達 の生 活 の よ うに過 剰 情 報 か ら くる ラジオ 離 れ で は決

して な い だ け に,理 解 しに くい。 しか し放送 内容 と ラ ジオ 離れ の現 象 そ の もの か ら,

ヤ ップ 島 のマ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ンは,住 民 の生 活 に直 接,関 係 す る情 報 を十 分 に

は 伝達 して いな い こ とは 明 らかで あ る。 す る とこの 役割 を果 た す 他 の 手 段 の 存在 が予

測 され る こ とに な る。

3.伝 統的伝達方式の私的化

 (1)私 的化 したサァ

 従来からある村落間,村 落内の公的,私 的な情報伝達のつながりである網(サ ァ)

は,近 代化,国 家化のなかで変質せざるをえなかった。

 位階に基づ く強固な階級政治体制が廃止された結果,か つての最高位のピルンから

連盟(バ ーン)を 通 しての命令,伝 達網は公式には消滅 した。代わりは,か つての小

地区にあたる10の 区域から民選された,地 区長による定期的会議(ピ ル ン評議会とよ

ばれる)で の討議 となった。また大地区という区分の役割も薄れ,地 域的問題も島規

模の問題 と変 り,高 位のピル ンからの公式の伝達もとだえた。

 しかし,こ のかつての公式伝達網サァの関係自体が無 くなったわけではない。非公

式化,私 的化 したにすぎない。住民によれば伝統的なサァは,特 に選挙時に顕在化す

るという。サ ァはかつての高位のピルン自身にしろ,そ の息のかかった候補者の応援

にしろ,票 のとりまとめに使われる。情報は行 き届 くからコミュニケーションの網と

しては機能 している。 しかし,伝 達を受け取る側は,依 頼があっても,か つてのよ

うな命令ではないのでそのまま聞 く必要はないし,そ の通 り実行されたか調べようが

ない,と いう。 事実その通 りで,最 近ではかつて最高位であった三人のうちの一人

が,投 票依頼にサァを使ったが落選 した。 筆者は直接,そ の本人から伺 ったが,依

頼に拘束力がないのは承知 しておられた。0方,か つての高位の人が催す行事などの

連絡,調 整としてのサァも機能 している。最近では集会所落成式,故 人の追善儀式な

ど,い くつかにこのサァが使われて,効 果を発揮した。 しか し,こ れも私的な連絡で

ある。0

 つま り,か つての伝統的な公式情報伝達方式は私的なものへと変化 し,連 絡や個人
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的関係の強化などに使われるようになっている。村落内の公式伝達網も,会 議など関

係者の参加を得て行なわれるようになった。 しかもこのサァの道は,か つてのように

公式に関係が引き継がれないために衰退 しつつある。昔を知る老人達には通 じても,

若い人の間にはサ ァの存在すら知らない人 も多 くなっている。

 ヤップ島のかつての公的コミュニケーションの特徴はパーソナル ・コミ3ニ ケーシ

ョンなので,公 開的な近代化,国 家化にあっては,そ の個人的な性質の分だけ否定化

され,ま た私的化せざるをえなかった。 しかし反面,こ れが個人的な人格的関係なだ

け政治体制の変形後も機能し続けているといえる。形式は継承 しながらも,巧 みにそ

の本質を変えたといえよう。

 (2)拡 大,発 展 した 親族 間 の私 的連絡 網

 一 方,親 族 間 の私 的 連 絡網 は,パ ー ソナ ル ・コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンの 方 式 を とって そ

の ま ま飛躍 的 に拡 大,発 展 した 。 近 代 化,国 家 化 とは,と りもな お さず個 人 化 を意 味

し,個 人 の コ ミュニ ケ ー シ ョン ・ネ ッ トワー クの 活 動 が 軸 とな るか らで あ る。 ヤ ップ

で は未 だ 私 的で 個 人 的 な 単 位 は親 族 を 中心 とす る もの で あ るが,平 和 化,平 等 化 の な

かで この つな が りが 空 間 的 に拡 大 し,親 密 さ の密 度 が 増 した 。

4.情 報 伝 達 方 式 と し て の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ネ ッ トワ ー ク

 以 上,近 代 化,国 家 化 の変 化 の な か で マ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョンの登 場 とそ の 内容,

私 的化 した かつ て の 伝 統 的情 報 伝 達 手段,発 展 した親 族 間 の 私 的 連絡 網 のあ り方 な ど

を見 て きた 。 そ して ラ ジオ放 送 に代 表 さ れ るマ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが,ヤ ップ 島

で は生活 に必 要 な 情 報 の 伝達 とい う役割 を十 分 に は 引 き受 けて は い な い こ とが明 らか

とな った。 マ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ンは,娯 楽 と政 治 キ ャ ンペ ー ン,行 政 サ ー ビ ス に

関す る窓 口に しか 過 ぎな い ので あ る。

 した が って,生 活 に必要 な他 の情 報 の 伝達 は,新 た に形 を変 え た か つ て の 伝統 的情

報 伝 達方 式 が その 役 割 を担 って い る,と い う こと にな る。 いわ ゆ る ラ ジオ離 れ は,そ

う した事 実 の裏 付 けで もあ ろ う。 私 的 化 した かつ て の サ ァや 親 族 間 の 私 的連 絡 網 の い

ずれ も,情 報 の送 り手 が 直接,受 け手 へ 口頭 で 伝 達 し,そ の 関係 が 個別 な つ なが りを

保 つ,と い う形 態 を 維 持 して い る。他 に類 例 は あ る か も しれ な いが,と りあえ ず こ こ

で は ヤ ップ島 の この新 しい形 態 の 情 報 伝達 方 式 を,コ ミュニ ケ ー シ ョン ・ネ ッ トワ ー

ク と い う名前 で よ びた い。
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VI.コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ネ ッ トワ ー クの 成 立 基 盤

 こ こで コ ミュニ ケ ー シ ョ ン ・ネ ッ トワ ー クが,今 日の く ら しの な か で どの よ う な形

で 成 立 して い る のか を検 討 して み た い。

1.理 想的な情報伝達方式の実現

 ヤップ島民が民族的に理想とする情報の伝達方式は,情 報を伝える本人が受け手本

人に,直 接,口 頭で情報を伝えるという,パ ーソナル ・コミュニケーションの原則そ

のものである。それは彼らが,も ともと 「口から発する声」に深い信頼を寄せており,

話だけであらゆる事柄,彼 らにとって一番重要な位階や財産の相続までもが処理され

ることを考えれば,容 易に納得がいく。伝統的に文字を持たなかったことも,こ の傾

向に拍車をかけたに違いない。また広い意味で,屋 敷から村までが自給自足的生活体

制を築いており,各 個人がそれだけ独立的であ り,ま た相続者が社会的に規定されて

おらず,選 択はその譲渡者の意志に任されていることからでも明らかなように,個 人

のそれぞれの人格が尊重されていることなども,こ うした事情を支持する大きな背景

となっていよう。

 近代化の旗手として登場 したラジオ放送を初めとするマス ・コミュニケーションは,

情報の間接的で一方的な発信,機 械的媒体の利用,情 報の受け手の複数化,こ うした

方式がもたらす情報の開放性,公 開性というような性格などからして,パ ーソナル ・

・コミュニケーションとはその性格を全 く異にする。ヤップ島での低い利用率は,こ

うした基本的性格からしても明らかとなる。しかもラジオ放送の基本であるニュース

と音楽についていえば,ニ ュースは個人に関するものがな く,音 楽は若者向きの英語

の騒がしいものばかりである。 これでは日常生活のなかでマス ・コミュニケーション

に依存する比率は低下しても当然であろう。

 一方,私 的化 した伝統的な情報伝達方式のコミュニヶ一ション・ネットワークは,

彼 らの理想的な情報伝達方式に適うものである。ヤップ島民が民族的に理想 とする情

報の伝達の方式は,近 代化の結果,可 能になったといえるかもしれない。

2.情 報 の 重 要 性

 他地域の人 々と同様,ヤ ップ島人にとっても情報は大切である。情報についての量

の多少,信 頼性,新 鮮さな どは,彼 らの日常,非 日常生活に多大な影響を及ぼす。

 例えば人が家を建築する場合,大 工は親族か,同 じ村人か,知 人のなかから,こ の
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順序で選ぶ・材料集めや屋根ふき時などは親族,同 じ村人や友人,知 人,そ れに仕事

を聞きつけた人などに,こ の順で助けてもらう。長期的で安定 した現金収入源は,就

業者の70 0以 上が占める政府関係の公務員である。ここへの就職は,や はり関係者筋

のコネクションが有効だと推察される。ちなみにヤップ島の北部で1978年 より実施さ

れた,地 方部ではかなりの規模といえる650万 円相当の公共事業の場合,雇 用された者

は1978年 が22人,79年 が13人,80年 が26人,83年 が24人 ほどであるが,こ のうち担当

監督者の親族が占める割合はそれぞれ60%,85 %,53%,79%で あり,し かも非親族

の多くは友人であった。

 こうした日常生活でも情報が重要であることは分かる。そしてこのことはまた,情

報源が広 く,し かも内容が濃く,さ らには情報伝達者が親族や知人 ・友人であるなど,

情報源や情報網が緊密で私的,あ えていえば閉鎖的,秘 密的であると都合がいいこと

を意味する。

 ヤップ島の人々にとって非 日常的出来事のなかで最も重要なものは,葬 儀である。

情報のやりとりも交通手段 も便利となった今 日,葬 儀に出席 しない親戚とは,以 後,

親族関係がとぎれる,と いう。葬儀は死後2～3日 後の土曜日か日曜日に行なうが,

今日ではその連絡通知も,出 席への交通 も可能ということが前提化 しており,出 席の

有無 もほかの要素が排除され,純 粋 に本人の意志だけによる,す る,し ないの表現で

言い表わされる。 「仕事は明日できるが,葬 儀は今日だけ」というのである。 となる

と,葬 儀の日時の連絡を中心とする情報は,彼 らにとって大変重要であるといえる。

 マス ・コミュニケーションによる行政サービス的な公共の情報を除けば,彼 らが入

手する情報源は広く濃く非公開的であるほど,個 人の生活に都合がいいことが増すに

違いない。また今日,以 前にも増して情報の重要性が高まっているはずである。

3.情 報入手の方法

で は,生 活 に都 合 の よい,く ら しに大 切 な 情報 は,コ ミュニ ケ ー シ ョ ン ・ネ ッ トワ

ー クで効 率 的 に手 に入 って い る ので あ ろ うか
。

 (1)全 島に及ぶ情報源

 今日,島 民のほとんどは,信 頼できる情報源の数や広がりをかなり持っている。図

2～5は,ヤ ップ島北部 に住む人,つ まり0般 に情報の中心地から遠 くにいると思わ

れる人を主として,1983年 当時で,本 人が信頼 し親戚づきあいをしている親族 と友人

の人数と分布を,行 政的な村単位毎に図化したものである。社会的地位の異なる4人

のそれぞれの情報網を示 しているが,い ずれも本人の居住地から遠ざかるにつれ情報
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Rumung島Mech'ol村 、T氏。

社会的地位は普通。

信頼している親族の人数;52+?名

信頼している友人の人数;18名

          計70+?名

※人数は少ないが、分布は広い。

図2 信頼できる情報源の分布 事例1

源となる人数は稀薄化するにもかかわ らず,情 報源となる分布はほぼ島全域に及んで

いること,社 会的地位が高まるにつれ,こ うした関係者の数と分布が高密度化 してい

くことが,は っきり読み取れる。

 ② バス交通とコロニアの位置

 次に情報の伝達,入 手の方法であるが,こ れは近年,目 覚ま しい早さで変化を遂げ

ている。その要 としてモータリゼイションによる交通の至便化,そ の結果による当事

者のより直接的な触れ合いの強化,交 流基地としての州都コロニァの地政的位置とそ
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MAP島Bechyal村 、T氏。

社会的地位は中の上。村長。

信頼している親族の人数=110名

信頼している友人の人数=12名

          計122名

※真面 目な性格で、友人もかなり限定している。

図3 信頼できる情報源の分布 事例2

の役割などを指摘できる。

イ.カ ヌーから乗合バスヘ

 ヤップ島では,従 来,長 い間,交 通手段は徒歩かカヌーであった。近隣へは細い踏

み分け道も利用するが,村 の集落が海岸線に沿って点在するため,も ともと遠方や主

要な交通路は海で,カ ヌーを手段として利用するシステムだった。船交通は一時に多

量の荷物が運べるとはいえ,そ の運行は天候,潮 の干満によって大 きく制約 される。
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Map島Waned村 、G氏。

社会的地位は上。元村長。

信頼している親族の人数=287名

信頼している友人の人数二53名

         計340名

※交際の枠を広 げたいと考えている。

 若い人も数に加えがちである。

図4 信頼できる情報源の分布 事例3

ま た 船 の 操作 に は技 術 が必 要 で あ り,誰 で もが 乗 れ る もの で はな い な ど,不 安 定,不

便 な もの で あ る。 朝,村 をで か け,昼 間 の よ い時 間 帯 に5～6時 間 コ ロニ ア に いて,

夕方 ま で に村 に帰 る,と い う都 合 の よ い状 況 は,1か 月 間 に1週 間 あ る かな いか で あ

る。 近 ご ろで は カ ヌ ーが船 外機 つ きボ ー トに代 わ った が,ス ピー ドが早 ま るだ けで,

自然 の状 態 は変 わ らな い。

 一 方,道 路 事 情 は 日本 時代 に 大幅 に変 わ った。 細 く曲 が り くね って いた 道 は 直 線 化

し,多 くの家 々が 取 り壊 され た が,村 を巡 る道 に トラ ックが 通 れ るよ う,道 幅 拡 張 工
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Yap本 島Balebat村 、故F氏 。

社会的地位は最上の一 入。元大地区長。

信頼している親族の人数=472+?名

信頼している友人の人数=131名

自分に忠実な人の人数= 18+?名

          計621十?名

※妻方親族も詳しい。

 友人の幅が広い。

 自分に忠実な人々がいる。

図5 信頼できる情報源の分布 事例4

事 が実 施 され た。 ア メ リカ 時代 に は,そ れ ま で さ して利 用 して いな か った 山 の 尾根 筋

の 道 路 が 整備 され,一 層,車 で の交 通 が 便 利 とな った。

 1970年 代前 半 で は,住 民 が利 用す る 自動車 は,ご くわ ず か で あ った 。 村 中が,た っ

た 一 台 の小 型 トラ ックの 荷 台 に鈴 な り にな って 乗 り込 ん で い る よ うな 状 態 で あ った 。

そ の よ うな 中,1972年 に 日本 人 経 営 に よ るパ シ フ ィ ック ・バ ス ・カ ンパ ニ ーが設 立 さ

れ,主 に学生 を コロ ニ ア に運 び始 め た。 ヤ ップ島 で の 乗 合 バ ス 交通 の始 ま りで あ る。
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この会 社 は1975年 か1976年,政 府 教 育 省 に移 管 さ れ,81年 当 時,バ ス4台,運 転 手5

人 ほ どで 運 営 さ れ て い た。81年11月,民 間 のパ ブ リ ック ・ トラ ンス ポ ー テ ー シ ョン ・

シス テ ムが 政府 の委 託 を受 け て これ を 引 き継 ぎ,今 日 に至 って い る[印 東 1984]。

1982年 当 時,当 バ ス 会社 は5台 の ス ク ール ・バ ス と5台 の改 造Fラ ッ クの ほ か,フ ェ

リー ・ボー トを1せ き運 行 させ て お り,ふ だん は 学 生 や公 務 員 を 中心 に1日1400人 ほ

どの,ま た給 料 日 の金 曜 日 に は2000人 ちか くの 利 用者 が あ った[SKINNER 1982]。

 80年 当時 の人 口 が5200人 あ ま りな ので,給 料 日 とな る 隔週 の 金 曜 日に は,人 口 の半

分 ほ ど が コロ ニ ア に集 ま る こ とに な る。 乗 合 バ ス は驚 異 的な ス ケ ー ルで 人 々 の交 通 の

便 を計 って きて い る ので あ る。

 80年 当時 で 船 外 機 つ きボ ー トは5世 帯 に1せ き,ま た 同 じ く トラ ック を含 め た 自動

車 も5世 帯 に1台,所 有 して い る[YAP STATE GovERNMENT l981:76]。 しか しこ

の 頃 の 印象 は,自 動 車 よ りも オ ー トバ イ の普 及 が 目立 って いた 。 と ころ が1984年 に は

数 多 くの 自家 用 自動 車 が 目に つ き始 めた 。 そ して このバ ス 会社 に は既 に フ ェ リーは な

く,3台 の大 型 バ ス, 1台 の小 型 バ ス,6台 の改 造 トラ ックが,1日 平均503人 の 利

用 者 を 運 ぶ に過 ぎ な くな って きて いた。 この年 に は オ ー トバ イ もす っか り減少 した の

で,自 家 用 車 へ の切 り換 え が確 実 に,し か も急 速 に行 な わ れ た こ と にな る。 乗 合 バ ス

交 通 は1日1～2便 しかな く,し か も時間 が定 ま って い る ことな ど が問題 とな って き

た ので あ ろ う。

 こ う して ヤ ップ 島で は,今 日,交 通 手 段 が カ ヌ ーか ら自動 車 にす っか り変 わ って し

ま った 。 こ こで は,乗 合 バ ス 交通 を 自動車 に よ る 交通 手 段 の象 徴 的 な指 標 と して把 え

て い くが,こ の 乗 合 バ ス 交通 に代 表 され る交通 手段 の変 化 は,情 報 の伝 達 に関 して み

る と,情 報 の個 人 的 で,か つ 迅速 な や りと り を保証 す る もの で あ る。

 同時 に こ の変 化 は,乗 客 の,つ ま り情 報 の 送 り手,受 け手 の直 接 的な 触 れ合 い を よ

り強 化 させ た。 あ ま り動 くこ とが で きな か っ た人,足 の悪 い人 か ら 目の悪 い人,老 若

男 女 の 誰 で もが,ほ ぼ 自由 に,何 時で も,ど こへ で も移 動 で き るよ うに な った の で あ

る。 それ は従 来 の 様 態 を 一 転 させ る ほ ど の変 化 で あ った といえ よ う。パ ー ソ ナ ル ・コ

ミュニ ケ ー シ ョ ンの 理 想 的 状 態 へ の基 礎 が 十 分 築 か れ た とい って もよ い だ ろ う 。

 付 言 す れ ば,ヤ ップ 島 の モ ータ リゼ ィ シ ョン に対 して は,近 代 化 ・国家 化 に 伴 う住

民 の意 識 の高 揚,生 活 の 変 化,世 界 的な モ ー タ リゼ イ シ ョ ンの 影 響,港 湾 や 空 港 整備

な どの 大 型 公 共事 業 に よ る現 金 収 入 の 増 加,中 古 車 販 売 の 促 進 な どを要 因 と して あ げ

る こ とが で きる。

ロ.情 報 セ ン タ ー と して の コ ロ ニ ア
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 乗 合 バス の 路 線 は,州 都 コ ロニ ア を起 点 に して全 て が 放射 線 状 に広 が る。 あ らゆ る

バ ス は 島 の端 の 地 域 か ら コロ ニ ア に向 か って進 み,ま た 同経 路 を戻 るの で あ る。 と こ

ろで コ ロニ アは 西 欧 人 が開 い た全 く新 しい 町で あ り,ち ょ うど ヤ ップ首 島 の ほ ぽ 中央

の,静 か な湾 に位 置 して い る。 コ0ニ ア か ら首 島 の南 端 まで約15 km,北 端 ま で 約

10kln,東 端 ま で約12km,最 北 部 ま で 約20 kmほ どで あ る。 島 が小 さ い こ と もあ

って,さ ほ どの 距 離 で は な い 上,全 て の 人 が ほぼ 同 じ条 件 で,ご く簡 単 に コ ロニ ア に

出て来 れ るの で あ る。

 そ して コロニ アは そ の 性格 上,行 政,厚 生,商 業 の 中心 地 とな って い る。 政 庁,警

察 署,裁 判 所,消 防署,郵 便局,教 会,学 校,病 院,銀 行,ス ーパ ー ・マ ーケ ッ ト,

ホ テル,航 空 会 社,輸 送 会 社,倉 庫 な ど,小 規 模 な が ら一 応 揃 って い る。 こ こで 人 々

は 自給 で きる品 物 以 外 の,生 活 に必 要 な ほぼ 全 て を賄 い,ほ ぼ あ らゆ る事 務 手 続 きを

済 ま す の で あ る。

 この 州 都 コロ ニ ァで 人 々は 目的 の 人 と直 接,出 会 い,情 報 を 交 わ しあ う。 あ るい は

使 者 と して信 頼 で き る人 を 探 し,伝 言 を依 頼 す る。 コロ ニ アで の 具 体的 な 情 報 交 換 の

場 は,か つ て はス0パ0・ マ ーケ ッ トの店 前 の ベ ンチや 船 着 き場 で あ った が,今 日で

は,そ れ らにバ ス の 発着 所,喫 茶 店,病 院 の ロ ビ ーな ど が加 わ って い る。 コ ロニ ア は

情 報 の セ ンタ ーで もあ るの で あ る。 コ ロニ アは ま さに地 政 的 に最 良 の場 所 に位 置 し,

計画 通 りに機 能 して い る といえ よ う。

 (3)情 報 伝 達 の実 例

 こ う して現 在,人 々は,バ ス や 自家 用車 を 利 用 して コロニ アに 集 ま り,活 発 に情 報

を 交 換 しあ って い る。 ま た 主 に交 通 手 段 の至 便 さか ら人 々は 村 で住 い,か つ て の よ う

に コ ロニ ァ に い る必 要 は完 全 にな くな って い る。 この ことは,現 状 の情 報 の や り と り

の方 式 が0応 の 成 果 を 上 げ て い る こ と を意 味 し よ う。

 情 報 の伝 達 方 式 の 実 例 を,住 民 の最 も関 心 の 高 い葬 儀 の連 絡 に と って み る。 ヤ ップ

北 部 の オ ネ ッ ドゥ村 で の,あ る高齢 の女 性 の 葬 儀 の 場 合,世 帯 主 が地 区 の有 力 者 で あ

った か らか連 絡 が ほ ぼ全 島 に及 ん だ が,こ れ は2人 の使 者 が コ ロニ ア にで か け,そ の

日一 日で ま ず13人 と連 絡 を と り,彼 ら を使者 と して コ ミュニケ ー シ ョン ・ネ ッ トワ ー

クを 通 して全 て の 関係 者 に連絡 をつ け た。 葬 儀 に は200人 ほ どが 参 列 した 。 北 部 ベ チ

エ ル村 の有 力 者 の 母 親 の死 去 の際,青 年 で あ る甥 と息子 の2人 が コ ロニ ァで 親 族 を探

し,そ の 日中 に全 島 に散 らば る100人 余 りの 親族 と連 絡 をつ け た。 ヤ ップ最 北 端 ル モ

ン島 の大 工 が死 去 した 際 は,ま ず27人 に連 絡 をつ けた 。 この うち4人 には コロ ニ ア の

病 院 で会 い,残 りは3人 の使 者 が た っ て連 絡 を分 担 した。27人 は,そ れ ぞ れ ま た 関係
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者 に連 絡 を と った 。葬 儀 には 海 を越 えて150～200名 あま りが参 列 した 。

 狭 い島 とは いえ,2～3日 とい うご く短 期 間 で100人 以 上 の人 々 と連 絡 をつ け る,

この コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ネ ッ トワー クの 仕 組 み は,な か な か効 率 の よ い情 報 の 伝達

方 式 で あ る といえ よ う。

4.ま と め

 最近のヤップ島では,情 報は,筆 者がコミュニケーション・ネットワークとよぶ,

当事者同士が直接,口 頭で行な う私的な伝達方式でやりとりされる。この方式を生ん

だ基盤としては,ま ずヤップ島人達が伝統的なパーソナル ・コミュニケーションを大

切にしてきたという,民 族的土壌があげられる。次に,生 活のなかでの情報が近年一

層,重 要になってきており,広 範囲からの信頼のおける個人的情報の迅速な入手とか

交換などが必要 となってきたことである。

 ヤップ島の場合,ラ ジオ放送などから得られる行政的サービスなどに関する情報を

除けば,情 報源は全島に拡散する信頼できる親族や友人たちである。そしてこの情報

を個人的に,迅 速に伝達 した り入手する手段として,近 代化,国 家化の波のなかで生

じてきたモータ リゼイションを利用 している。具体的には乗合バス交通を主に利用 し

て州都コロニアにでかけ,直 接,当 事者同士が会い,口 頭での伝達をするのである。

W.お わ り に

 以 上,「 ヤ ップ 島の コ ミュニ ケ ー シ ョン ・ネ ッ トワ ー クー バ ス 交通 が結 ぶface to

face関 係 」 と題 して,今 日(1980年 代 前 半)の ミク ロネ シァ,ヤ ップ 島 に おけ る人

々の 情報 の伝 達,コ ミュニ ヶ 一 シ ョ ンの様 態 につ い て概 観 して きた 。

 そ して ヤ ップ島 で は,近 代 化,国 家 化 の過程 で,情 報 の 伝 達 を ラ ジオ放 送 に代 表 さ

れ るマ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの方 式 に変 え るの で は な く,モ ータ リゼ イ シ ョン に伴

い,そ れ を代 表 す る乗 合バ ス交 通 を利 用 し,伝 統 的 な伝 達 方 式 の 形 態 を踏 まえ な が ら,

情報 の送 り手 本 人 が そ の受 け手 へ 直 接,情 報 を 口頭 で 伝 え る,個 人 的 なパ ー ソナ ル ・

コ ミュニヶ 一 シ ョンの確 立 をめ ざ して い る様 子 を明 らか に した。 ヤ ップ島 で の バ ス交

通 に代 表 され るモ ー タ リゼ イ シ ョ ンは,伝 統 的 な伝 達 方 式 を 今 日に生 か しつ つ 近代 化

へ順 応 して い く有効 な伝 達 手 段 とな って い るので あ る。

 ヤ ップ島 で は,社 会 が近 代 化,国 家 化 して ゆ く過 程 にお い て も,情 報 の伝 達 や 通信

手段 はマ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ン化 しな い,と い う,い わ ば常 識 で は な い事 態 が 展 開
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している。民族的思想,適 当規模の生活圏などヤップ島固有の事情はあるにせよ,興

味深い事例であるように思う。今後の推移を見守 っていきたいと考えている。
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